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28
年
（
１
８
９
５
年
）
か
ら
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
年
）
ま
で
の
75
年
間
、
一

度
も
日
本
の
領
有
に
対
し
て
異
議
も
抗
議
も
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
日
本
の
領
有
が
国
際
法
上
、
正
当
な
も
の
で
あ
る
決
定
的
な

論
拠
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
品
川
区
議
会
は
、
中
国
漁
船
と
海
上
保
安
庁
巡
視
船
衝
突
事
件
に
お

け
る
政
府
の
対
応
に
関
し
て
、
以
下
の
項
目
の
早
期
実
現
を
強
く
求
め
る
。

１
　
政
府
は
尖
閣
諸
島
が
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を
歴
史
的
経
緯
を
踏

ま
え
、
国
内
外
に
明
確
に
示
す
こ
と
。

２
　
政
府
は
当
該
事
件
の
ビ
デ
オ
映
像
を
公
開
し
、
事
実
を
国
民
に
説
明
す
る

こ
と
。

３
　
政
府
は
毅
然
と
し
た
外
交
姿
勢
を
持
ち
、
再
発
防
止
策
を
講
じ
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
22
年
11
月
16
日

品
川
区
議
会
議
長
　
本
　
多
　
健
　
信

内
閣
総
理
大
臣
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
　
直
人
　
様

内
閣
官
房
長
官
　
　
　
　
　
　
　
仙
谷
　
由
人
　
様

外
務
大
臣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
原
　
誠
司
　
様
　

国
土
交
通
大
臣
　
　
　
　
　
　
　
馬
淵
　
澄
夫
　
様

沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
　
馬
淵
　
澄
夫
　
様

検
事
総
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
林
　
　
宏
　
様

法
は
。
!0
構
造
改
革
特
区
を
導
入

し
、
建
築
基
準
法
な
ど
の
緩
和
や

品
川
区
版
建
築
基
準
の
創
設
を
検

討
す
る
な
ど
考
え
は
。
!1
密
集
地

域
の
消
火
活
動
に
必
要
な
設
備
等

さ
ら
な
る
強
化
な
ど
が
必
要
と
考

え
る
が
、
区
の
考
え
は
。

防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

q
地
域
ご
と
に
整
備
計
画
を
定
め

て
お
り
、
不
燃
領
域
率
を
数
値
化

す
る
な
ど
し
て
事
業
成
果
を
判
断

し
て
い
る
。
w
不
燃
領
域
率
の
向

上
が
図
ら
れ
た
ほ
か
、
生
活
環
境

の
改
善
が
期
待
さ
れ
て
い
る
な
ど

だ
。
e
現
時
点
で
総
延
長
の
約
26

％
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
引
き
続

き
建
築
の
機
会
を
と
ら
え
、
拡
幅

指
導
し
て
い
く
。
r
共
同
建
て
か

え
な
ど
に
よ
り
建
築
確
認
の
取
得

が
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
る
な
ど

だ
。
t
密
集
市
街
地
の
ほ
と
ん
ど

は
住
居
系
の
用
途
地
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
障
害
は
少

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
な
ど
だ
。

y
適
切
な
価
格
に
よ
る
売
主
と
の

合
意
な
ど
一
定
の
基
準
が
あ
る
。

防
災
上
必
要
が
あ
る
土
地
は
、
取

得
す
る
考
え
だ
。
u
約
３
千
900
戸

が
平
成
21
年
度
の
着
工
住
宅
数
と

想
定
で
き
る
。
i
新
た
な
自
然
更

新
を
想
定
し
た
助
成
制
度
を
創
設

す
る
考
え
は
な
い
。
o
助
成
額
の

見
直
し
や
助
成
対
象
の
一
部
拡
大

等
を
検
討
し
て
い
る
。
!0
法
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
制
度
を
も
と
に
、

最
大
限
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
事

業
推
進
を
行
っ
て
い
く
考
え
だ
。

!1
区
民
消
火
隊
等
に
Ｃ
級
ポ
ン
プ

を
配
備
す
る
こ
と
な
ど
、
密
集
地

域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
る
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

q
一
部
の
高
齢
者
に
し
て
み
る

と
、
既
存
の
老
朽
化
し
た
住
宅
に

居
住
し
続
け
る
以
外
に
選
択
肢
が

な
い
の
が
現
状
だ
。
成
年
後
見
人

制
度
な
ど
を
適
用
し
、
新
た
な
制

度
の
創
設
や
高
齢
者
の
住
居
確
保

を
後
ろ
か
ら
支
え
る
保
障
制
度
な

ど
、
対
策
が
急
務
と
考
え
る
が
、

区
の
考
え
は
。
w
区
は
高
齢
者
の

住
宅
環
境
や
生
活
実
態
を
把
握
し
、

打
開
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
e
民
間
の
空
き
室
ス
ト

ッ
ク
を
高
齢
者
の
居
住
環
境
向
上

の
た
め
、
ま
た
、
密
集
地
域
解
消

の
一
助
と
な
る
よ
う
に
有
効
活
用

す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

r
高
齢
者
の
入
居
の
際
に
心
配
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
家
賃
の
滞
納

や
孤
独
死
な
ど
が
あ
る
。
民
生
委

員
や
地
域
の
不
動
産
業
者
な
ど
と

連
携
を
と
り
、
安
心
か
つ
安
全
な

住
宅
環
境
を
つ
く
る
必
要
性
が
あ

る
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

区
長

q
平
成
24
年
度
に
開
設

さ
れ
る
大
井
林
町
の
新
高
齢
者
住

宅
の
住
み
か
え
用
住
宅
も
問
題
解

決
の
ひ
と
つ
の
選
択
肢
に
な
る
も

の
と
考
え
て
お
り
、
住
宅
部
門
と

福
祉
部
門
、
特
に
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
に
努
め
、
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
と
高
齢
者
の
安
心
の

確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
。
w
平
成

20
年
に
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

の
た
め
に
一
般
調
査
を
行
っ
た
。

高
齢
者
住
宅
等
の
施
策
が
ふ
さ
わ

し
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
相
談

等
を
含
め
て
適
切
か
つ
丁
寧
に
対

応
し
て
い
く
。
e
旗
の
台
四
丁
目

に
予
定
し
て
い
る
民
間
版
の
新
高

齢
者
住
宅
の
よ
う
に
、
生
活
支
援

機
能
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト

面
で
一
定
の
条
件
を
満
た
す
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
区
と
し
て
支
援
を
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。
r
住
宅
あ
っ
旋
に
お
け
る
保

証
制
度
の
活
用
や
民
生
委
員
と
地

元
町
会
を
中
心
と
し
た
孤
立
死
防

止
活
動
を
展
開
し
て
い
く
中
で
対

応
を
し
て
い
く
。

の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
出

頭
要
求
や
強
制
立
ち
入
り
の
手
続

が
で
き
る
と
す
る
通
知
を
出
し
た

が
、
区
の
見
解
と
対
応
は
。
r
臨

検
・
捜
索
に
必
要
な
裁
判
所
の
許

可
状
を
得
る
要
件
が
煩
雑
だ
と
の

指
摘
も
あ
る
。
改
善
点
を
具
申
し

て
は
。
t
子
ど
も
の
保
護
が
必
要

と
判
断
し
た
際
に
親
権
を
制
限
す

る
件
に
つ
い
て
、
民
法
等
の
改
正

を
検
討
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
検

討
状
況
は
。
y
児
童
虐
待
防
止
策

や
親
育
ち
の
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
、
コ
モ
ン
セ
ン
ス
・
ペ
ア
レ

ン
テ
ィ
ン
グ
Ｃ
Ｓ
Ｐ
講
座
を
導
入

す
る
よ
う
提
案
す
る
が
見
解
は
。

子
ど
も
未
来
事
業
部
長

q
3
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
の
目

に
触
れ
る
よ
う
周
知
を
し
て
い
く
。

e
所
管
の
職
員
は
ス
キ
ル
の
向
上

に
努
め
て
い
る
。
宿
直
に
対
し
て

は
適
切
な
初
動
態
勢
が
と
れ
る
よ

う
、
研
修
を
重
ね
た
。
e
実
態
に

即
し
た
改
善
で
、
迅
速
な
対
応
が

可
能
と
な
っ
た
。
法
的
手
続
が
円

滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
体
制
の

強
化
に
努
め
て
い
る
。
r
憲
法
が

規
定
す
る
住
居
の
不
可
侵
の
原
則

か
ら
も
要
件
の
改
善
は
難
し
い
状

況
だ
。
t
法
制
審
議
会
が
最
終
報

告
を
ま
と
め
た
後
、
来
年
２
月
に

法
務
大
臣
に
答
申
を
し
、
通
常
国

会
に
民
法
改
正
案
を
提
出
す
る
方

針
だ
。
y
カ
ナ
ダ
で
開
発
さ
れ
た

ノ
ー
バ
デ
ィ
ズ
・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

と
い
う
講
座
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働

で
実
施
を
し
て
お
り
、
今
後
、
多

面
的
に
比
較
研
究
を
し
て
い
く
。

区
長

w
3
10
月
に
入
り
、
都

側
か
ら
課
題
の
整
理
な
ど
に
つ
い

て
、
都
区
双
方
の
事
務
レ
ベ
ル
で

検
討
を
進
め
る
と
い
う
考
え
方
が

示
さ
れ
、
区
長
会
は
取
り
組
み
の

方
向
性
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
だ
。

e
今
後
移
管
実
現
を
視
野
に
入
れ
、

具
体
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス

「
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐１
」
の
制
圧

に
つ
い
て

q
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
―

１
ウ
イ
ル
ス
の

存
在
と
感
染
者
の
拡
大
状
況
な
ど

に
つ
い
て
区
の
認
識
は
。
w
妊
婦

を
対
象
と
し
た
抗
体
検
査
を
公
費

で
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の

協
議
を
進
め
て
は
。
ま
た
、
相
談

体
制
の
構
築
な
ど
の
対
応
策
を
検

討
し
て
は
。
e
区
民
へ
の
周
知
に

つ
い
て
、
早
急
に
対
応
し
て
は
。

健
康
福
祉
事
業
部
長

q
九
州

等
の
地
域
性
が
あ
っ
た
が
、
感
染

者
が
減
少
す
る
一
方
、
全
国
に
拡

散
し
、
東
京
都
で
も
増
加
す
る
傾

向
だ
。
w
e
国
で
は
妊
婦
健
診
に

抗
体
検
査
を
加
え
、
感
染
者
へ
の

心
の
ケ
ア
体
制
を
整
備
す
る
方
針

だ
。
健
診
は
東
京
都
地
域
保
健
事

業
連
絡
協
議
会
の
も
と
実
施
し
て

お
り
、
検
討
状
況
を
注
視
し
、
情

報
提
供
等
を
適
切
に
行
っ
て
い
く
。

下
神
明
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

現
況
に
つ
い
て

q
下
神
明
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
対
応
に
つ
い
て
、
実
現
時
期

等
、
関
係
者
間
で
の
認
識
は
。

防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

q
東
急
電
鉄
か
ら
は
、
今
年
度
中

に
着
手
で
き
る
見
通
し
が
立
ち
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
計
画
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
と
報
告
を
受
け
た
。

q
国
の
緊
急
経
済
対
策
融
資
事

業
が
来
年
３
月
に
廃
止
さ
れ
る
と

区
の
３
年
間
無
利
子
の
中
小
企
業

緊
急
特
別
支
援
資
金
の
融
資
あ
っ

旋
事
業
も
廃
止
さ
れ
る
の
か
。

w
円
高
に
よ
る
業
績
不
振
が
起
き

た
場
合
、
既
設
の
事
業
の
中
で
対

応
を
。
e
来
年
度
も
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
区
内
共
通
商
品
券
の
発
行
に

取
り
組
む
の
か
。

区
長
　
q
こ
の
事
業
は
国
の
緊

急
保
証
制
度
を
活
用
し
、
実
施
を

し
て
い
る
た
め
、
今
後
の
国
の
動

き
を
十
分
に
注
視
し
て
い
く
。

w
区
の
融
資
あ
っ
旋
事
業
で
は
、

円
高
に
よ
り
業
績
が
不
振
と
な
っ

た
場
合
で
も
対
応
で
き
る
の
で
、

周
知
を
図
っ
て
い
く
。
e
今
後
の

経
済
状
況
を
十
分
に
見
き
わ
め
な

が
ら
判
断
を
し
て
い
く
。

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
推
進

に
つ
い
て

q
し
な
が
わ
見
守
り
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
に
つ
い
て
3
チ
ラ
シ
な
ど
で

広
く
周
知
し
て
は
。
e
夜
間
や
休

日
等
は
最
初
に
宿
直
の
方
が
受
け

付
け
る
。
所
管
の
職
員
を
含
め
適

切
な
対
応
を
。
w
児
童
相
談
所
の

区
へ
の
業
務
移
管
に
つ
い
て
3
都

区
間
の
協
議
の
現
況
は
。
e
区
の

職
員
を
派
遣
し
て
研
修
す
る
な
ど
、

体
制
整
備
を
進
め
て
は
。
e
厚
生

労
働
省
は
虐
待
情
報
の
通
報
を
受

け
た
場
合
、
直
接
会
い
48
時
間
以

内
に
安
否
を
確
認
し
、
児
童
虐
待

q
密
集
市
街
地
整
備
促
進
事
業

等
の
密
集
事
業
の
目
標
値
や
事
業

の
成
果
な
ど
は
。
w
事
業
が
終
了

し
た
地
域
に
恩
恵
が
生
ま
れ
、
安

全
が
担
保
さ
れ
た
の
か
。
e
密
集

事
業
地
区
内
に
お
け
る
42
条
２
項

道
路
に
つ
い
て
区
は
現
状
を
理
解

し
、
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く

の
か
。
r
未
接
道
の
敷
地
も
多
く

点
在
し
、
所
有
者
単
独
で
は
解
決

し
き
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
が
、

ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
の
か
。

t
地
域
に
合
っ
た
用
途
地
域
の
見

直
し
を
行
う
べ
き
と
思
う
が
、
区

の
考
え
は
。
y
防
災
・
公
園
用
地

の
取
得
に
関
し
て
の
基
準
は
。
そ

の
基
準
が
影
響
し
て
用
地
を
取
得

で
き
な
い
ケ
ー
ス
は
。
u
住
宅
・

建
築
物
耐
震
改
修
促
進
事
業
の
木

造
住
宅
建
替
え
支
援
で
建
て
か
え

を
行
う
べ
き
建
築
物
は
何
戸
あ
る

の
か
。
i
建
築
物
の
自
然
更
新
に
、

何
ら
か
の
助
成
事
業
を
創
設
す
る

な
ど
の
必
要
性
が
あ
る
と
思
う
が
、

区
の
考
え
は
。
o
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る

が
、
診
断
ど
ま
り
が
増
え
て
い
る
。

区
の
考
え
と
今
後
に
向
け
て
の
手

稲川　貴之　議員（民主）

災害に強いまちづくり
について

濱
野
区
長
の
今
後
の
区
政
運
営

に
つ
い
て

堺
　
　
直
隆
　
議
員

（
公
明
）


